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発明の概要

【課題】貧栄養環境下においても芳⾹族化合物を分解することができる⽣物を提供す
ること。
【解決⼿段】光合成を⾏い、ＮＡＤＰＨおよび／またはＮＡＤＨを⽣成することがで
きる光合成⽣物に、ＮＡＤＰＨおよび／またはＮＡＤＨ依存性の芳⾹族化合物変換酵
素群に含まれる１または２以上のタンパク質をコードするポリヌクレオチドを導⼊す
る。本発明の光合成⽣物では、芳⾹族化合物変換酵素群は、光合成を⾏って精製され
たＮＡＤＰＨおよび／またはＮＡＤＨを利⽤して芳⾹族化合物を分解することができ
る。したがって、本発明の光合成⽣物は、貧栄養環境下においても芳⾹族化合物を分
解することができる。
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